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1. 組織の概要

■事業者名  株式会社テクニカ

■代表者   代表取締役 比留間 良太

■所在地   本社工場

        〒190-1232

東京都西多摩郡瑞穂町長岡 3 丁目 7 番地 1

■環境管理責任者名及び連絡先

        環境管理責任者 大神 光明

        連絡先 TEL 042-557-2504（品質保証部）

            FAX 042-557-2800

■資本金   3,000 万円

■事業の規模  売上高：   3.2 億円（2021 年度）

■事業の内容  産業用機器の開発・設計・製作

■従業員数  20 名
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2. 対象範囲  

全組織・全活動を対象とする

3. 実施体制とその役割

  2021.1 現在

対象者 役割・責任及び権限

代表者

1.取組の対象組織・活動の明確化（要求事項 1）

2.代表者による経営における課題とチャンスの明確化（要求事項 2）

3.環境経営方針の策定、全従業員に周知（要求事項 3）

4.実施体制の構築（要求事項 7）

5.代表者による全体の評価と見直し・指示（要求事項 14）

6.環境経営レポートの承認

7.環境管理責任者の任命

8.経営資源（人、設備、資金、情報）の準備

環境管理責任者

（EA21 事務局）

1.環境負荷と環境への取組状況の把握及び評価（要求事項 4：事務局担当）

2.環境関連法規の取り纏め（要求事項 5：事務局担当）

3.環境経営目標及び環境経営計画の策定（要求事項 6）

4.環境コミュニケーションの実施（要求事項 9）

5.取組状況の確認・評価、並びに問題の是正及び予防（要求事項 13）

6.文書類の作成・管理（要求事項 12：事務局担当）

7.環境経営レポートの作成・公表（事務局担当）、確認（環境管理責任者）

各部 責任者

1.教育・訓練の実施（要求事項 8）

2.実施及び運用（要求事項 10）

3.環境上の緊急事態への準備及び対応（要求事項 11）

全従業員

1.環境経営方針の理解及び環境問題の現状と環境への取組の重要性の認識

2.環境経営目標、環境経営計画などに基づく EA21 活動の実施

3.EA21 活動に関する提案

-3-

環境管理
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営業部

責任者



4. 環境経営方針

当社は企業理念に基づき、環境経営方針を以下の通り定め、これを実行するとともに

環境経営の継続的改善に努めます。

【企業理念】

企業使命
電子技術を中心とした技術力を、有機的なネットワークの構築により高め、創造的な技

術・製品・サービスをもって社会の発展に貢献することをめざします。

テクニカ５つの誓い

・ お客様の最良のパートナーであるよう努めます

・ 社員と共に成長します

・ WIN-WIN のネットワークづくりを推進します

・ グローバルレベルの思考で行動します

・ 法令・ガイドラインを遵守します

行動指針 For STEP
For   For All Customers                      総ての行動はお客様のために

S     Speedy Action with Challenging Spirit   挑戦する心と素早い行動

T     Technology and Teamwork Oriented      得意分野の深堀りと協調

E  Expert Globally                        グローバルレベルでの視点

P Profitable Growth            利益のある成長

【環境経営方針】

・ 節電と省エネルギー化を進め、二酸化炭素の排出量を削減し、

地球温暖化の防止に努めます。

・ 省資源による仕事を進めるように努め、廃棄物の排出量を低減します。

・ 節水に努め、水の使用量・排水量を低減します。

・ 生産効率を高め、環境負荷の軽減を目指します。

・ 環境に関連する法規制・条例等を遵守します。

・ 化学物質の適正管理に努めます。

社内要所に環境経営方針を掲示し、全社員にエコアクション２１環境経営システムを徹底し

ます。

制定日 2021 年 2 月 1 日

    株式会社テクニカ

代表取締役 比留間 良太

-4-



5. 環境経営目標 -1 (実績)

当社の 2018 年度実績（2018 年 1 月～12 月）を基準とし、

2019 年～2022 年までの中長期目標を設定します。

※二酸化炭素排出係数は H30 年 12 月発表の東京電力エナジーパートナー調整後排出係数

0.474kg-CO2／kWh を適用
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基準年 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

電力量の削減
目標 － 234,476 232,083 229,691 203,372

　［kWh］
実績 239,261 118,177 173,636 204,782 185,542

ガソリンの削減
目標 － 3,636 3,599 3,562 3,154

　［ℓ］
実績 3,710 2,353 2,608 2,408 1,390

ＣＯ２削減
目標 － 119,577 118,356 117,136 103,714

　［kg-CO2］ 実績 122,017 61,476 88,355 102,654 91,171

産業廃棄物の削減
目標 － 3,044 2,982 2,920 2,640

　［kg］
実績 3,106 601 971 1,234 684

一般廃棄物の削減
目標 － － 2,104 2,061 1,825

　［kg］
実績 － 2,147 1,623 1,826 1,676

水使用量の削減
目標 － 454 450 445 390

　［m
3
］ 実績 459 503 224 250 270

AI提案件数の増加
目標 － － 12 15 20

［件］
実績 － 2 7 38 45

環境目標  (実績)



5. 環境経営目標 -2 （次年度の目標）

当社の 2022 年度実績（2022 年 1 月～12 月）を基準とし、

2023 年～2025 年までの中長期目標を設定します。

※二酸化炭素排出係数は H30 年 12 月発表の東京電力エナジーパートナー調整後排出係数

0.474kg-CO2／kWh を適用
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基準年 2023年度 2024年度 2025年度

電力量の削減 目標 － 181831.16 179975.74 178120.32

　［kWh］ 実績 185,542

ガソリンの削減 目標 － 1361.9158 1348.0187 1334.1216

　［ℓ］ 実績 1,390

ＣＯ２削減 目標 － 89347.614 88435.904 87524.194

　［kg-CO2］ 実績 91,171

産業廃棄物の削減 目標 － 670.32 663.48 656.64

　［kg］ 実績 684

一般廃棄物の削減 目標 － 1642.48 1625.72 1608.96

　［kg］ 実績 1,676

水使用量の削減 目標 － 267.3 264.6 261.9

　［m3］ 実績 270

AI提案件数の増加 目標 － 50 55 60

［件］ 実績 45

環境目標 (次年度の目標)



6. 環境経営計画

①二酸化炭素排出量の削減

空調温度の適正化（冷房 26℃、暖房 22℃）

不在エリアの空調・照明機器の節電（こまめに消灯）

パソコン・コピー機の省エネ設定

間引き照明により、使用箇所のみ照明 ON

昼休み：食堂以外照明ＯＦＦ

エアコンフィルター清掃（月 1 回）

生産工程の合理化による時間短縮

エコドライブ運転の徹底

アイドリングストップ

営業活動時は最短ルートを考え効率良く回る

②廃棄物排出量の削減

委託契約分別ルールを遵守

分別管理を確実に行い、再資源化を推進

裏紙の再利用、事務用紙の削減を図る

ペーパーレス化

町指定分別ルールを遵守

可燃ごみ削減呼びかけ掲示

③水使用量・排出量の削減

節水を心掛ける

トイレ、給湯室に節水張り紙

④AI 提案数の増加

   積極的に展示会・マッチング会へ参加

   販促ツールの整備
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7. 環境経営目標の実績と評価

※評価基準： 実績が目標値達成で「〇」、目標に届かずとも改善ありで「△」、

目標未達成、改善も見られなければ「×」と評価する。

なお、CO2 総排出量については上記電力、ガソリンに加えて軽油 1,463.2ℓ（3,775kg-CO2）および

LPG 30.4kg（91.2kg-CO2）を加算して 計 95,037kg-CO2 となります。
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2022年1月～12月

基準 目標 実績
実績÷目標

［%］
評価

電力量の削減
［kWh］

239,261 203,372 185,542 91.2 〇

ガソリンの削減
［ℓ］

3,710 3,154 1,390 44.1 〇

CO2削減

［kg-CO2］
122,017 103,714 91,171 87.9 〇

産業廃棄物の削減
［ｋｇ］

3,106 2,640 684 25.9 〇

一般廃棄物の削減
［ｋｇ］

2,147 1,825 1,676 91.8 〇

水使用量の削減

［m
3
］

459 390 270 69.2 〇

AI提案件数の増加
　　　　　　［件］

20 45 225.0 〇



8. 環境経営目標の取組結果、次年度の取組内容

① 二酸化炭素排出量の削減

電力の総使用量は 91.2％（88%減）と目標は達成できました。

ガソリンについても 44.1％(55.9%減)と目標は達成きました。

二酸化炭素排出量の削減では 87.9％（12.1%減）と目標達成できました。

次年度は今年度の実績を基準値として、新三ヶ年計画を作成し、実行する。

なぜ達成できたか？

② 廃棄物排出量の削減

一般廃棄物に関しては、今年度も４月の目標を達成できなかったが累計で見ると

   91.86％（8.2%減）と目標を達成できている。

産業廃棄物に関しても累計で見ると 25.9％（74.1%減）と大幅に目標を達成することができた。

可燃ごみの削減、分別管理を確実に行い再資源化することを心掛け、目標を達成することが

できた点においては社員全体の意識改善や一定量の努力は評価できる。

次年度は今年度の実績を基準値として、新三ヶ年計画を作成し、実行する。

③ 水使用量・排出量の削減

基準年（2018 年）に比べると従業員数 29 名から現在 20 名と減った事もあり、

69.2％（30.8%減）と大幅に目標を達成する事ができた。

次年度は今年度の実績を基準値として、新三ヶ年計画を作成し、実行する。

④ AI 提案数の増加

新規事業として活動し始め三年目にあたるが、今年は目標件数 20 件に対して

45 件と大幅に目標を達成する事ができた。

世の中が徐々にコロナウイルスによる自粛生活から With コロナへと変わり、

展示会出展に加え数多くの引き合い案件をいただき今年度後は目標を達成できた。

まだ手探りの状態ではあるが、次年度は今年度の実績を基準値として基準値∔5 件を

目標に新三ヶ年計画を作成し、実行する。

次年度も引き続き市場動向を読み取り改善策を見出しつつ提案件数を増やしていきたい。
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9. 環境関連法規などの遵守状況の確認及評価の結果並びに違反・訴訟等の有無

当社に関する環境関連法規などは上記の通りですが、遵守状況を 2023 年 1 月に確認した結果

違反はありませんでした。また関連機関からの違反等の指摘、環境関連の提訴も過去３年間

ありません。なお外部からの苦情は活動期間中にはありませんでした。
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○

○

化学物質 ○

大気汚染 ○

○

○

消防法 ○

火災予防条例（東京都） ○

○

○

○

環境関連法規などの一覧表

危険物

資源循環（リサイクル）

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）（産業廃棄物の適正処理）

使用済自動車の再資源化等に関する法律

特定家庭用機器再商品化法

資源の有効な利用の促進に関する法律

廃棄物
瑞穂町廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例施行規則　同規則

化管法（PRTR法）

フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律

遵守状況
確認・評価

区分 環境関連法規等名称

都民の健康と安全を確保する環境に関する条例

環境
東京における自然の保護と回復に関する条例



10. 代表者による全体評価と見直し結果

全体評価

環境経営活動の取組結果としては、電力量及びガソリン使用量の削減における二酸化炭素排出

量の削減、廃棄物の排出量の削減、水使用量の削減はすべて目標を達成している。

また[AI 提案件数の増加]に於いては、展示会への出展に加えて予想以上の引き合いがあり

こちらも目標を達成出来た。

節電・節水・ゴミの分別・削減の意識は完全に根付き、活動が持続できていることは評価できる。

次年度に向けて

事業活動での大きな変更はないため、環境経営方針は継続する。

ただ 2019 年エコアクション 21 の活動を開始した際に中期目標としていた三年に加え、更に一年間

延長して様子を見てみたが、やはり次年度は新三ヶ年計画を作成し、実行していく事とする。

引き続き取り巻く状況が不安定な事に変わりはないが、四年間の活動に一旦終止符を打ち

より現実的は目標を掲げ活動していく時期にきていると感じている。

AI 提案件数の増加に関しては、次年度は新規事業として活動を始めて四年目にあたる。

まだ手探りの状態ではあるが今年度の実績を新たな基準値として、基準値に各年+5 件を増やす方

向で新三ヶ年計画を作成し、引き続き市場動向を読み取り目標達成を目指す。

二酸化炭素排出量の削減として引き続き、製造フロアでの照明間引き・こまめな照明 OFF の徹底に

加え、新たにエアコンや製造設備の使用時間のルールを設け、更なる二酸化炭素排出量の削減を

目指す。社員ひとりひとりの意識が社会全体への貢献に繋がるという認識を社員全員で共有し、更

なる活動に取り組んでいく。
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